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『レイド回一報告』と目本の労働音協同組合

一コミュニティの再生を担う協同労働へ一

菅野正純（東京都／協同総研）

「レイドロー報告」との出会いから

　私たち労協のメンバーが「レイドロー報告」

を知ったのは、労協連の前身「事業団全国協

議会」の中西理事長と日本生協連の中林会長

（当時）との対談においてでした。

　職を奪われた労働者が「まちづくりに役立

つよい仕事を通じて、自分たちの人生を切り

開いていこう」ということで始まった事業団

運動が、全国組織をつくり、「労働者協同組合」

を意識し始めた頃でした。中林会長は労協づ

くりへの励ましも含めて、「こんなものがある

んですよ」とレイドロー報告の日生協訳冊子

を下さったのでした。事業団全国協議会では、

早速この冊子を大量に購入して、みんなで勉
強しました。

　この報告でとくに印象的だったのは、西暦

2000年に向かって世界の協同組合運動が取り

組むべき「4つの優先分野」を提案した中で、

「生産的労働のための協同組合」「協同組合地

域社会の建設」を掲げていることでした。

　前者は、労協の世界的再生の宣言ともいう

べきもので、労協を労働者が所有権と管理権

を取り戻すr第二次産業革命」の推進者とし

て高く位置づけると共に、そこでの「生活

（人生）や人格形成に不可欠」となった労働

（今日、私たちが言う「協同労働」）が、人び

との深い内面的二一ズに触れうる可能性に言

及しています。同時に報告は、労協が「出資

の造成や、雇用労働者（非組合員）、所得の分

配、残余財産の分配、出資金の払い戻し、内

部留保の積立」など多くの問題を抱える、「あ

らゆる種類の協同組合のなかで」最も運営の

難しい協同組合である、とその課題を提示し

ています。

　後者は、多種・多機能の協同組合のネット

ワークを通じて、人間の絆を失い「孤独と疎

外の大海」と化した大都会のなかに無数の
「村」（コミュニテイ）を建設していこうとい

う呼びかけです。いま読み返しても、「住宅、

貯蓄、信用、医療、食料その他日用品、老人

介護、託児所、保育園」など、協同組合の豊

かなイメージが示され、これらによって「歩

いていける範囲か、公共輸送機関の近くで買

い物ができ」「老人や障害者も、職住一致の環

境のなかで生活できるようになるだろう」と、

高齢社会の人びとの二一ズとその解決方向を

いち早く予見していることに驚かされます。

　レイドロー報告を通じて私たちは、①「労

働者協同組合」という自らの取り組みの本質

と発展方向を明確にし、②「協同組合セクタ

ー」の総合戦略の中に自らを位置づけ、また

③「井の中の蛙」になることなく、絶えず世

界の協同組合運動から学び、連帯する作風を

身につけることができました。

　その中でも「労働」と「協同組合地域杜会」

に注目させられたのは、自ら「まちづくりに

役立つよい仕事」を掲げ、そのことを事業

団＝労協が生き残り、発展する上での本質的

な要件として直観していたからかも知れませ

ん。もちろん、「生活や人格形成に不可欠な労

働」や「大都会のなかに無数の村を」という

提起は、当時の私たちの実践水準からすれば、

まだ具体的な取り組みに結実するところまで
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は行っていませんでしたが、その後の20年の

実践を通じてこの提起は具体的なイメージを

結び始め、実践に結実するところとなりまし

た。そしてこの両者を統合して、私たち労協

は自らを「コミュニティの再生を担う協同労

働の協同組合」としてとらえ返すに至ったの

です。

　この展開は、世界の協同組合運動全体の趨

勢でもあるように思われます。すなわち、「コ

ミュニテイの持続可能な発展への貢献」を新

たなICA協同組合原則に統合した世界の協同

組合運動は、「社会的協同組合」や「コミュニ

テイ協同組合」など、協同の働き方をべ一ス

にコミュニテイからの多様な参画を可能にす

る新たな協同組合形態をつくりだし、これに

牽引されながら、二千年紀最後のICAケベッ

ク大会では、グローバル化のもたらす大量失

業と「杜会的排除」に抗して、すべての人を

「包容」することを、新千年紀の協同組合のグ

ローバルな挑戦課題としたからです。

　本稿は、こうした視点から、「コミュニテイ

の再生を担う協同労働」の到達点を確認する

ことによって、レイドロー報告20周年に対す

る日本の労協からの感謝を込めた報告に代え

ようとするものです。

高齢音協同組合づくりと

ケアの質への問いから

　日本の労協が「コミュニテイ」を強く自覚

し、自らの労働を深く掘り下げるきっかけと

なったのは、「高齢者協同組合」づくりに取り

組み、その中で真に求められるケアの質を探

究し始めたことです。

　考えてみれば、高齢者協同組合そのものが、

世界的にもユニークな協同組合であるだけで

なく、労働者協同組合が高齢者協同組合を産

み出すということもまた、ユニークな現象だ

と言わねばなりません。これは、日本の労協

が、一方では、その経過からかなりの高齢者

を組織内に含んでいて、引退後も含めた生活

全体の支えあいの必要をつねに意識していた

ことと、他方では、高齢杜会の進展と福祉サ

ービスの二一ズの高まりに積極的に応える姿

勢を持っていたことによるものでした。

　こうした経過から、高齢者協同組合は次の

ような性格を帯びることとなりました。

　第1に、高齢者自身が出資し運営に参画し、

必要なサービスを実現するという、徹底した

「当事者主体性」です。これは、労協における

労働の主体性・協同性の追求が、高齢期の生

活における主体性・協同性の追求に継承され

たもので、協同組合という形態の現代的な有

効性が新たな形で実証されたものと考えられ

ます。

　第2に、「仕事・福祉・生きがい」という地

域における生活全体の豊かさを追求する「コ

ミュニテイ総合協同組合」である点です。高

齢協づくりの過程で、とくに「友だちづくり」

「新しい人と人のつながり」や、「働く」こと

への高齢者の要求の強さを実感させられまし

た。高齢協が杜会的な共感を集めたのも、「人

と人との結びつきの中で、かけがえのない
“仕事”と“役割”を得て、自分らしく生きて

いく」という、世代を超えた「協同」への願

いを体現していたからでしょう。

　第3に、サービスを提供する人、利用する人

の双方、さらにはボランティアや地域のサポ

ーターが参加する「複合協同組合」であり、

とくに労働者協同組合とは複合的な協同の関

係にある点です。ヘルパー講座で自らケアワ

ーカーを育て、ワーカーズ・コープを産み出

す一方で、高齢者自身も仕事おこしの面では

ワーカーズ・コープを組織し、さらに文字通

りの複合協同組合として「地域福祉事業所」

をつくりだして、「仕事おこし」「地域づくり」

を多方面から呼びおこそうとしていることで
す。

　第4に、こうした市民参加、市民主体の福祉

コミュニテイづくりによって、「新しい公共

性」＝「市民的公共性」のモデルとなってい

くことです。「人と人との結びつき」や「仕事
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して出かけられ憩える「まちづくり」、産直や

「市」を含めた生活用品の供給、コミュニテイ

の中心としての商店街の再生、文化の創造と

享受など、公共と民間の協同による「福祉の

まちづくり」が求められることは言うまでも

ありません。

　現実に労協・高齢協の活動や「地域福祉事

業所」づくりの過程で、ヘルパー講座を通じ

て足立区の商店街との交流が始まったり、「大

田区福祉機器研究会」（町工場のおやじさんと

障害者団体、福祉関係職員で構成）との間で

街中にヘルパーステーションと福祉機器セン

ターを併設する夢が語られ、深谷のシネマワ

ーカーズが商店のフロアを借りて映画を上映

し高齢者を集めるなど、その芽は着実に育っ

ています。

　民間資格「福祉住環境コーディネーター」

を生み出した東京商工会議所は、労協連と共

にいくつかの商店街から福祉コミュニテイの

モデルを一緒につくろうと計画しています。

他方では、「東京ハンデイキャブ」の阿部さん

が言うように、1000万人を下らない人びとが

移動にハンディを負わされています。高齢者

と障害者が合流して、移動を権利として保障

させることができれば、本人の経済行為と車

両の生産、ケアドライバーの労働報酬など、

福祉と融合した新しい経済の姿も描くことが

できます。

　「コミュニテイの再生を支える協同労働の

協同組合」は、このような視野の中で、本格

的な発展を開始するに違いありません．

　第1に、「コミュニテイ・ビジネス（市民起

業）」「生活総合産業」を軸とした、新たな経

済ネットワークの中に、自らを位置づけるこ

とです。これは、①人びとの欲求が、単品の

商品による「豊かさ」から、安全・安心のコ

ミュニティをはじめとする生活の総合的な豊

かさへと成熟し、②これに応えて「市民の徳

と起業家精神を備えた」人びとによる仕事お

こしが産業の裾野を形成し、③商店街や地場

産業はもちろん、大企業を含めて「コミュニ

テイ」に経営の展望を見出し始めた、という

歴史的な背景から想定できることです。

　第2に、こうした「福祉のまちづくり」と結

んだ、働く人びと＝市民による仕事おこしが、

きわめて高い公共性を持つことを確認させ、

市民が主体となって行政がこれをサポートす

る、新しい公共性と「公共と協同のパートナ

ーシップ」を創造することです。それは、「コ

ンクリートヘの投資」よりも「人間発達とネ

ットワークに対する投資」を中心とする、「新

しい公共事業」への転換という課題を伴って

います。

　第0に、その法制度的な表現として、「労働

者協同組合法」を制定させることです。この

法制化は、①働く人びと＝市民の誰もが「コ

ミュニテイを視野に入れた協同労働」による

事業を選択する機会を保障させ、②自らの労

働と事業を通じて、就労創出・研修教育・福

祉共済の杜会的「連帯基金」を形成し、③そ

うした労協のかけがえのない杜会的・公共的

貢献を社会が税制優遇によって促進し、④労

働者を中心に利用者やコミュニテイの支援者

が参加できる日本型「杜会的協同組合」「コミ

ュニテイ協同組合」の創設を可能にすること

によって、労協の本格的な発展に道を開こう

とするものです。

　この方向は、大量失業と杜会的な排除に対

し、協同組合の振興を通じて、すべての人に

尊厳ある労働とコミュニティの一員としての

生活を保障しようとする、国連およびI　LO

（国際労働機関）の政策とも一致するものです。

　レイドロー報告の先見性に満ちた提起が、

日本における労働者協同組合の確立に大きな

力となったこととあわせて、今後の「コミュ

ニテイを再生する協同労働」の本格的な発展

が、経済・杜会と人びとの生活意識の転換、

新しい公共性の創造と法制度の改革という総

合的な取り組みの中で初めて可能になること

を確認して本稿を閉じることとします。

39




